
これらの課題を LANSCOPE クラウド版 × CPMS で解決できます
PC・スマホ⼀元管理 AIアンチウイルス

安全管理措置って？

どんな対策が必要？

デバイス管理を

見直したいけど

何から始めれば・・

2022年4月施行の改正個人情報保護法で、データ漏えい時の報告義務化と最大1億円の罰金刑

企業・組織が備えるべき対策とは・・？

体制整備情報漏洩時の調査内部不正・サイバー攻撃に
気がつける体制を

事前・事後対策、ルール整備
を⾏う体制、さらに従業員へ
のルールの周知と徹底が情報
漏洩を「起こさせない」重要
なポイントです。

個⼈データが漏えいした際、
個⼈情報保護委員会への報告
が義務付けられています。な
ぜ漏洩したのか、原因や事実
の経緯を把握できることが重
要です。

内部不正による情報の持ち出
しや外部からのサイバー攻撃
に気がつくことができるよう
従業員が⽇々利⽤している
PC を管理することが求めら
れます。

知らなかったでは済まされない！

2022年4月施行の改正個人情報保護法のポイントとは？



エムオーテックス株式会社 ●お問い合わせ窓⼝︓営業部
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【名古屋】〒460-0003 名古屋市中区錦1-11-11 名古屋インターシティ3F
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●お問い合わせ先

「組織的安全管理措置」「物理的
安全管理措置」対応として誰が・
どのデータに対し・何を⾏ったか
操作履歴を取得、問題操作をリア
ルタイムに検知・対策する必要が
あります。

「技術的安全管理措置」対応とし
て、セキュリティの基本である最
新の OS でデバイスを利⽤する
こと、これに加えてランサムウェ
アをはじめ巧妙化するサイバー攻
撃に備える必要があります。

「⼈的安全管理措置」対応として、
個⼈情報を適切に取り扱うための
ルールを周知し、徹底するために
はセキュリティ教育が不可⽋です。

情報漏えい対策 外部脅威対策 セキュリティ教育

企業・組織に求められる対策「安全管理措置」とは︖

LANSCOPE クラウド版 CPMS

MOTEX 発⾏の「7つの習慣・20の事例」の PDF を無料公開︕
ルールの周知・徹底のため定期的な従業員への研修を実施し、⾝近なリスクを回避︕
>> Book・講師⽤テキストのダウンロードはこちら

LANSCOPE クラウド版・CPMS で実現する「安全管理措置」

操作ログ取得 紛失対策

PC 利⽤制御

アップデート管理

✕
レポート

PC 管理に
必要な機能が

オールインワン

AI を活⽤したアンチウイルスで、未知・亜種
のマルウェアからデバイスを防御します。⾼性
能なエンドポイントセキュリティ「BlackBerry
Protect」「Deep Instinct」 を MOTEX が提
供する安⼼サポートで導⼊できる Managed
サービスです。

https://www.motex.co.jp/vision/enlightenment_activity/education_book/

